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「

金 木だより（2）

だれが捨てた.夕

クリーン作戦でごみを一掃
やめよう空き缶のポイ捨ては

夢

日
赤
金
木
町
奉
仕
団

日
赤
金
木
町
奉
仕
団
（
相
蝿

京
子
委
員
長
）
は
、
四
月
二
十

六
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
、

国
道
三
三
九
号
線
の
班
瀬
Ｉ
金

木
間
約
六
キ
ロ
に
わ
た
り
、
道

路
沿
い
の
空
き
価
や
ゴ
ミ
集
め

な
ど
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
股
開

し
ま
し
た
。

同
奉
仕
団
が
毎
年
、
春
と
秋

の
二
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
団
員
約
六
十
人
の
ほ
か

役
場
民
生
課
職
興
も
応
援
に

駆
け
付
け
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
片
手
に

国
道
沿
線
六
キ
ロ

●

喜
良
市
南
子
供
会

再
良
市
南
子
供
会
（
代
表
世

話
人
、
三
浦
勝
衛
）
で
は
、
四

月
二
十
九
日
柳
七
時
か
ら
生
活

改
藩
セ
ン
タ
ー
南
側
広
場
と
町

内
の
淌
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
子
供
達
と
父
兄
の

方
々
約
三
十
人
が
ゴ
ミ
袋
を
片

手
に
紙
く
ず
や
空
か
ん
な
ど
を

拾
い
集
め
ま
し
た
が
、
一
時
間

油
揃
作
業
に
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た

が
、
無
神
経
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
ゴ

ミ
の
趾
が
あ
ま
り

に
も
多
く
あ
き
れ

顔
で
し
た
。

こ
の
日
の
作
業

で
国
道
沿
い
が
一

段
と
春
ら
し
く
さ

わ
や
か
に
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
者

は
「
こ
れ
で
さ
っ

ぱ
り
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
空
き
缶
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
は

や
め
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し

た
。

ぼ
く
た
ち

ク
リ
ー
ン
作
戦

足
ら
ず
の
う
ち
に
各
口
の
ゴ
ミ

袋
が
い
つ
ぱ
い
に
な
り
、
あ
ら

た
め
て
散
乱
し
て
い
る
ゴ
ミ
の

多
さ
に
筋
い
て
い
ま
し
た
。

代
表
世
話
人
の
三
浦
さ
ん
は

子
供
達
の
公
共
心
や
尚
任
感
が

養
わ
れ
、
健
康
に
も
よ
い
の
で

こ
れ
か
ら
も
毎
月
浦
郁
を
続
け

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

●
今
年
度
の
行
政
協
力
委
幽
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
は
会
長
◎
は
副
会
長

○
は
常
任
委
只

▼
金
木

本
町
外
崎
慶
造

栄
町
川
中
実

川
町
竹
内
徳
郎

南
新
町
櫛
釧
耐
士
雄

上
山
道
町
内
川
昭
男

○
中
山
道
町
金
三
郎

下
山
道
町
小
野
北
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岾
町
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区
木
村
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神
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神
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町
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逸

柳
日
町
一
区
川
中
忍

朝
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町
二
区
斉
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正
利

北
新
町
長
尾
甚
五
郎

小
川
町
一
膳
秋
元
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○
小
川
町
二
区
細
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橘
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町
工
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光
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町
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寓
満

寺
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芦
野
町
束
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笠
原
圭
湖

芦
野
町
西
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藤
義
信

浦
町
佐
々
木
男

昭
和
五
十
七
年
度

行
政
協
力
委
員
決
ま
る

○
新
商
町
成
田
隆
守

満
松
町
一
区
小
野
正
幸

若
松
町
二
区
白
川
陸
奥
雄

○
若
松
町
三
区
和
田
功

若
松
町
四
区
沢
田
東
一

見
崎
町
算
用
子
正
樹

○
三
軒
町
荒
関
則
照

上
沢
部
松
橋
繁
雄

下
沢
町
白
川
ツ
ギ
エ

○
旭
ヶ
丘
一
区
北
沢
潤
一

旭
ヶ
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田
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作

大
東
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五
郎
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雄
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朝
日
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郎
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潟
正
行

下
宇
田
野
中
谷
幸
江
子



（3）金木だより

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防

止
・
飲
酒
、
暴
走
な
ど
無
謀
運

転
追
放
・
自
転
車
バ
イ
ク
の
安

全
利
用
促
進
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
、
当
町
で
も
七
日
、
金
木

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
主

催
し
て
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を

行
な
い
、
保
育
所
園
児
や
生
徒

一
般
町
民
ら
約
二
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

役
場
庁
舎
前
で
、
太
田
金
木

警
察
署
長
、
土
岐
金
木
地
区
交

春
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
実
施

通
安
全
協
会
長
、
白
川
総
務
課

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
金
木

南
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を

先
頭
に
町
内
一
円
を
ま
わ
っ
て

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

交
通
指
導
隊
員
に
辞
令
交
付

事
故
防
止
に
決
意
新
た

四
月
二
十
六
日
午
後
一
時
か

ら
、
金
木
警
察
署
に
於
て
、
交

通
指
導
隊
員
の
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
太
田
猛
署
長
か
ら
隊

員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

－ －

そ
の
あ
と
、
轄
察
登
別
に

整
列
心
太
田
署
長
が
一
人

一
人
を
査
閲
し
「
地
区
住

民
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
今
後
も
一
価
努
力

し
て
下
さ
い
」
と
激
励
。

伊
藤
胴
一
隊
長
が
「
隊
貝

一
人
一
人
が
住
民
の
け
ん

引
車
と
な
っ
て
活
動
し
ま

す
」
と
無
い
、
引
き
続
き

交
通
法
規
や
交
通
整
理
の

手
信
号
、
職
務
上
の
留
意

事
項
な
ど
の
識
習
を
受
け

事
故
防
止
に
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

●

ぼくたちを交通事故から守ってね.’

｜
ｆ
二

ｌ
ｂ
一

４
４
口
一
■
ロ
■

戸
》
跨
睡
一
唯
咋
準
一

税
に
不
服
の
あ
る
と
き
は

税
務
将
長
が
行
っ
た
更
正
や
立
て
に
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か

決
定
、
財
産
の
差
押
え
処
分
な
を
十
分
調
べ
て
、
異
議
に
対
し

ど
に
つ
い
て
納
得
が
い
か
な
い
て
決
定
を
し
ま
す
が
、
そ
の
決

な
ど
の
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
定
に
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は

そ
の
処
分
の
通
知
を
受
け
た
日
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら

か
ら
二
ヵ
月
以
内
に
、
税
務
将
一
ヵ
月
以
内
に
旧
税
不
服
群
判

長
に
対
し
て
、
「
異
議
申
立
て
」
所
長
に
「
群
査
請
求
」
を
す
る

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
税
不
服

こ
の
「
異
議
申
立
て
」
に
対
審
判
所
は
、
納
税
者
の
権
利
や

し
て
、
税
務
署
長
は
、
異
議
申
利
益
を
救
済
す
る
た
め
税
務
署

0
▼
嘉
瀬

墾
雀
野
阻
地

束
町

○
上
小
栗
崎

○
中
小
栗
崎

下
小
栗
崎

上
派
立

中
派
立

○
下
派
立

上
新
町

○
下
新
町

◎
上
昭
和
町

下
昭
和
町

本
町

冷
水

車
町

畑
中

○
後
町

上
古
町

○
下
古
町

新
誠
町

神
島
俊
治

沢
田
岡
明

山
中
竹
春

神
品
忠
雄

秋
元
文
四
郎

小
田
桐
喜
吉

阿
部
重
光

蛸
島
繁
一

三
上
武
男

今
兼
春

津
川
秀
彦

沢
川
茂

原
田
滴
治

今
喜
代
治

山
中
徳
一

秋
元
春
帥

山
中
定
美

原
川
義
盛

舛
甚
半
四
郎

秋
元
敏
弘

新
堤
町
一
区

新
堤
町
二
区

上
鍛
冶
町

下
鍛
冶
町

上
中
杣
木

○
下
中
柏
木

▼
喜
良
市

○
更
生
部
落

西
端
兇
町

○
束
岩
見
町

林
町

○
野
崎

○
北
本
町

○
下
派
立

上
派
立

南
本
町

上
柏
木

下
柏
木

◎
下
町

川
端
町

双
葉
町

な
ど
か
ら

独
立
し
た

機
関
で
、

公
正
な
立

場
で
審
査

し
、
納
税

者
の
不
服

を
解
決
す

る
と
こ
ろ

で
す
。

○仙台国税不服審判所

仙台市本町3-2-23a0222-21-7561

○同審判所青森支所(7月上イリ廃止予定）

‘/青森市本町1-6-5@0177-22-3648
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之
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岡
桝
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川
淌
三
郎

宮
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初
太
郎

西
村
晃
一

三
上
菊
次
郎

桑
田
光
雄

三
上
ユ
キ
子

加
藤
弥
一
郎

中
村
利
宗

今
清
作

今
重
雄

小
山
内
武
夫



1

よ り金木だ (4）

わ
が
国
の
年
金
制
度
に
は
、

国
民
年
金
の
他
に
厚
生
年
金
や

船
員
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
全

部
で
八
つ
の
年
金
制
度
が
あ
り
、

国
民
は
必
ら
ず
ど
れ
か
の
年
金

制
度
に
加
入
し
、
誰
で
も
老
齢

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
制
度
で
は
支

給
す
る
条
件
と
し
て
国
民
年
金

で
は
二
十
五
年
、
他
の
年
金
制

度
で
は
二
十
年
の
加
入
期
間
を

必
要
と
し
て
い

ま
す
。途

中
で
就
職

し
た
り
、
い
く

つ
か
の
年
金
に

加
入
し
た
人
は

国
民
年
金
の
期

間
だ
け
で
は
年

金
を
も
ら
え
な

国
民
年
金
は

塵芥車

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

こ
う
い
う
人
で
も
年
金
を
も
ら

え
る
よ
う
に
、
他
の
年
金
制
度

。
Ｔ

一
価
へ
。

年金積立還元融資

を受けた施設
喜良市老人福祉センター

い
ろ
い
ろ
な
年
金
と

通
算
さ
れ
ま
す

緑豊かな自然を残そう
､

国連人間環境会議十周年記念植樹祭
●

国
民
年
金
は
、
農
業
や
商
業

な
ど
自
営
業
の
方
が
加
入
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
奥

さ
ん
も
希
望
に
よ
り
国
民
年
金

子
孫
の
た
め
に
も
緑
盤
か
な

自
然
を
残
そ
う
と
、
さ
る
五
月

十
日
、
町
と
金
木
営
林
署
共
催

の
国
連
人
間
環
境
会
議
十
周
年

記
念
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
田
中

町
長
、
山
垣
署
長
ら
関
係
者
約

百
人
が
三
十
疵
の
山
の
斜
面
に

杉
の
苗
木
九
百
本
を
植
え
ま
し

た
。

植
樹
祭
の
行
わ
れ
た
の
は
、

小
田
川
ダ
ム
近
く
の
ヒ
パ
を
伐

採
し
た
あ
と
の
国
有
林
で
参
加

者
た
ち
は
唐
鍬
や
杉
の
苗
木
袋

を
片
手
に
山
に
登
り
、
周
囲
の

見
蛎
な
ヒ
パ
林
に
森
林
資
源
の

大
切
さ
を
は
だ
で
感
じ
と
り
、

り
っ
ぱ
な
大
木
に
成
長
す
る
よ

の
加
入
期
間
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う

の
が
通
算
年
金
制
度
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
も
加
入
し
よ
っ

》

垂
》

に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

不
慮
の
覗
故

に
あ
っ
た
と
き

な
ど
、
障
害
年
Ｈ
ｗ

金
や
母
子
年
金
悪
《

｜
を

識
罎
認
臓
瀬

た
め
、
ぃ
ざ
と
金
き
よ
の
知
識
②鋼

い
う
と
き
の
た
一
ユ

め
に
、
奥
さ
４
積

蠅
醒
奔
確
一
搬

一
易

や
つ
。

一
簡

う
思
い
を
は
せ
な
が
ら
植
樹
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
町
内
の
各

小
学
校
か
ら
児
通
約
二
十
人
も

参
加
、
先
生
や
営
林
署
の
お
じ

さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
植

樹
に
快
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

●
れ
て
か
ら
九
十
二
年
、
そ
の
間
、

幾
度
か
の
改
正
を
経
て
現
在
の

公
職
選
挙
法
と
な
り
ま
し
た
。

憲
法
で
は
、
成
人
と
な
っ
た

す
べ
て
の
日
本
川
民
に
選
挙
権

を
保
障
し
て
い
ま
す
が
、
国
民

の
最
も
重
要
で
基
本
的
な
権
利

を
「
選
挙
の
棄
権
」
と
い
う
形

で
放
棄
し
て
い
る
人
が
沢
山
い

る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

さ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
選

挙
権
に
は
い
く
ら
か
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
§
国
の
選
挙
に
お
い
て

は
、
川
本
国
民
で
二
十
才
以
上

の
者
に
選
挙
権
が
あ
る
こ
と
は

ご
ぞ
ん
じ
の
と
お
り
で
す
が
、

地
方
の
選
挙
で
は
、
こ
れ
に
、

引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
そ
の
区

域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
要
件
が

加
わ
り
ま
す
。

こ
の
三
ヵ
月
の
起
算
は
、
市

町
村
役
場
へ
転
入
の
届
出
を
し

た
Ｈ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
要
件
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
選
挙
権
を
行

使
で
き
な
い
人
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
禁
治
産
者
や
現
に

刑
に
服
し
て
い
る
人
及
び
選
挙

違
反
で
公
民
権
を
停
止
さ
れ
て

い
る
人
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
住
民
票
が

金
木
町
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
遠
方
で
の
就
学
や
就
職
の

た
め
ほ
と
ん
ど
帰
郷
し
て
い
な

い
人
は
、
選
挙
権
の
な
い
者
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
人
は

現
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
に

住
民
票
を
異
動
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

め
い

一
一

-‐－1画I
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（5）金木だより

昨
年
十
月
に
、
田
中
町
長
と

向
山
文
雄
車
力
リ
バ
ー
取
締
役

と
の
間
で
、
協
定
神
の
調
印
が

行
わ
れ
、
創
業
が
待
た
れ
て
い

た
リ
バ
ー
金
木
工
場
が
一
月
二

十
日
創
業
し
、
四
月
十
四
日
中

央
公
民
館
に
お
い
て
関
係
者
約

五
十
人
が
出
席
し
て
、
創
業
披

露
の
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

旧
蒔
剛
小
学
校
跡
地
に
あ
る

同
工
場
に
は
現
在
、
男
四
名
、

誘
致
企
業

リ
バ
ー
金
木
工
場
創
業

女
三
十
名
の
従
業
風
が
働
い
て

お
り
、
複
合
回
路
部
品
列
（
通

称
Ｉ
Ｂ
、
国
内
で
は
、
金
木
工

場
と
車
力
工
場
の
み
で
製
造
）

を
月
産
八
百
万
個
、
金
額
に
し

て
約
二
千
万
円
生
産
し
て
い
ま

す
。

こ
の
部
品
は
、
ビ
デ
オ
、
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ス
テ
レ
オ
な
ど

に
組
込
ま
れ
、
国
内
は
も
と
よ

り
、
生
産
城
の
約
八
十
％
が
ア

メ
リ
カ
な
ど

二
■

に
輸
出
さ
れ

ゞ
ｈ
Ｆ
ｌ
Ｂ
ｑ
１
。

て
お
り
、
今

後
の
跳
進
が

、
ロ
二
宮
】
●
●
‐

期
待
さ
れ
て

い
・
粋
い
ま
す
。

買物についての苦情等は
遠慮なくどうぞ

消費生活苦情相談員に福山さん ●

こ
の
ほ
ど
、
県
の
昭
和
印
年

度
消
饗
生
活
苦
怖
相
談
幽
に
小

川
町
の
福
山
初
枝
さ
ん
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

寅
物
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ

な
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
怖
、
例
え
ば

目
方
が
不
足
だ
と
か
、
品
質
が

表
示
と
違
う
と
か
、
訪
問
販
売

で
だ
ま
さ
れ
た
と
か
、
と
い
う

一
」
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
腫

な
く
福
山
さ
ん
に
ご
相
談
下
さ

（
４
月
）

お
め
で
と
う

山
中
和
也
二
幽
班
瀬
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田
杏
子
（
義
市
）
多

今
快
彦
（
修
治
）
弾
良
巾

佐
藤
志
保
二
幸
）
〃

桑
川
他
（
位
燕
）
〃

ｎ
石
単
也
（
正
職
）
金
木

鴫
海
知
美
（
勝
文
）
淵
瀬

泉
谷
峨
美
（
好
身
）
川
、

佐
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輔
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木

津
田
准
郎
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俊
則
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流
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棟
方
俊
也
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政
俊
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金
木

其
田
淳
一
（
亨
）
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、

戸籍の窓

園；：
い
。
ま
た
、
役
場
企
川
案
で
も

相
淡
所
を
州
没
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
川
下
さ
い
。
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●

●

献血にご協力を
こまったときのため、こまってい

る人のために特さんのご協力をお待

ちしております。

口日時・場所

6月14B(月）

午前10時30分～正午まで

金木町役場前

午後1時30分～2時20分まで

公立金木瓶院前

午後2時30分～3時30分まで

自動車学校前

一

金木だより（6）

ソフトボールリーグ戦開始
参加チーム募集

乳幼児の健康診査

乳幼児の他康診

査を次の日程で行

います。該当する

乳幼児には、必ず

受診させるように

して下さい。

（3ヵ月児健康診査）
口受付日時

6月17H(木）

午後1時～1時30分

口場所

公立金木ﾘ丙院小児科

口対象

昭和57年3月生まれ

1歳6ヵ月児健康診査

口受付日時

6月17日（木）

午後12時40分～1時

口場所

公立金木ﾘI)j院小児科

口対象

昭和55年12月生まれ

だれにでも気軽にソフトボールを

楽しんでもらおうと、金木町ソフト

ボール協会（浅木全一会長）では6

月から10月までソフトボールリーグ

戦を開催することになり、参加チー

ムを募集しています。

町内や職場又は同志でチームをつ

くり、ぜひ参加して下さい。

△参加資格

金木町民又は町内に職場をもつ人

であること（金商生を含む）

△チーム編成

1．男5人、女4人の混合チーム

（中･商生の加入も可）

2．中･高校ソフト部、薪年団等

女子のみのチーム

3．全員が50才以上の男子チーム

（女子の加入も可）

4．中,断校生のみの混成チーム

（代表者は、先生か父兄>‐〆

△参加料］チーム5,000砂′
（生徒だけのチームは無料）

△申し込み先／

はがきに、チーム名、代表者の住

所、氏名、屯舗番号を記入の上、蒋

良市小学校藤元由光まで。

ルメ2－2309脚良I1J小藤沁

夜2-24831&lzg

△〆切り6月10日（木）

詳細については、6月中イリに各チ

ームの代表者会議にて決定。

可

r


